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1．被招聰者Jeffrey　I．　ChaPman
　　　　　　University　of　Southern　California
　　　　　　Director　and　Associate　Professor
　　　　　　Public　Affairs　Center，　Sacrarnento
2　期　間
　　自昭和59年7月15日
　至昭和59年7月24日　10日間
3．講演題目及び日時
　　Proposition　13，　The　Day　After
　第一回　昭和59年7月17日（火）午後1時一3時
　　　　　於大学院第一会議室
　　　　　対象者　本学教員，研究者，大学院生，他
　　　　　出席者　約70名
　　第二回　昭和59年7月19日（木）午前9時一11時
　　　　　於　641番教室
　　　　　対象者　本学学部学生，他
　　　　　出席者　約1，000名
　司　会
　　第一回　政治経済学部教授　中　邨　　　章
　解説者
　　第一回　政治経済学部教授　喜　多　　　登
登
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　　　第二回　政治経済学部教授　喜　多　　　登
4．　講演の要旨概略
　チャップマン教授の論題は，1978年にキャリフォルニア州で発生した
固定資産税減税に関する憲法修正提案第13号と，この提案通過後の州政府
並びに地方政府の動きについての経済的財政的利点からの分析報告である。
　論点は次の如くである
　　（1）　キャリフォルニア州の歳入
　　こ＼では州の主要歳入源は，個人所得税・州売上税・銀行及び法人税で
　あることが示される。
　　（2）キャリフォルニア州地方政府歳入
　　こXでは統計資料を使って各地方政府の歳入状況を示し，資産税の状況
　を示しているり
　　（3）　何故憲法修正提案13号がなされるのか
　　こ＼では州における住宅価格の騰貴現象が示され，それに応じて資産税
　が高騰する事象が示される。さらに建設費の高騰がある。さらに州政府に
　は累積した財政剰余金が出ている。こうした事を背景に，住民は所得水準
　の増加墨以上に大きく増加する資産税に嫌悪感をつのらせ，それがこの提
　案への道を招いたのである。この経緯が示される。
　　（4）提案通過後
　　この提案はキャリフォルニアの地方政府に直接的に影響するのであるが，
　州政府も極度の影響を受けることになる。
　　この点を4つの時期に分けて分析をする。
　　第一期は応急的財政措置の期であるQ第二期は提案を制度化する期であ
　る。第三期は州の財政剰余金が払底してしまう期である。第四期は財政が
　豊かになった今年の予算である。
　　各期の州政府の動きと財政活動に関する事実経過と，それに基く地方政
　府の動きについて，祥細な分析が報告されたのであった。
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5．本講演の評価
　　（1）本学教員，研究老等に対する講演
　　本講演は専門的知識を有する学者，研究者等に対するものであるが，わが
国では見られない州憲法修正という事例，さらに思い切った州の諸政府に
重大な影響を及ぼす歳出歳入の削減という事実を克明に報告すること，さ
　らに独自の解明をすることで，感銘を与えた。発言は明確であり，専門家
達より寄せられた質疑についても適切な説明や解説を加え，多くの参加者
　に文献を通しただけでは得られない有用な情報を提供した。高い評価を得
　たo
　　本講演は誠に盛会であり，この講演によって聴講者は大きな学問的刺戟
　を受けたものと期待出来る。
　　（2）本学学部学生に対する講演
　　かねがね本学学部学生達に対して米国大学の教授の講義を再現したいと
望んでいた私にとって，誠に貴重な講演であった。学部学生諸君も米国の
教授の講義を直に聞くことが出来，本学の講義と比較することが可能とな
　り大いに満足した旨を報告している。
　　ただこの講演には参加学生がltOOO名を超えたため，会場に入り切れ
ず，また予定したプリントが手に入らない学生が出たことは残念であった。
　学生諸君も米国で一体何が起ったのかということをこの講演で知り，学問
　的関心を大いに高めたと考えられる。
　　以上の理由によって本講演は研究者にとっては学門的関心を高め，学生
　達にとっては米国大学での講義の再現によってその実状を目の辺りに見且
　つ米国におこっている事象を知ることで，大いに啓発されたものと思われ
　る。
6．研究の連絡その他に関する所見
　　チャッブマン教授の来校は単に講演だけではない。今後，本学教授と研
　究者のチャップマン教授ならびに彼の所属する研究機関との間の研究交流
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が期待出来る点である。チャッブマン教授は南キャリフォルニア大学政府
問題研究所の所長であるため，この機関と本学の交流は誠に有意義な成果
を生むものと期待出来る。今後の大いなる交流を期待するものである。
　さらに同教授との間にlntergovernmental　Fisc　al　Relationに関
する意見の交換を行うことが出来，日米間のこの分野に関する研究につい
て今後の交流が可能となった。
　以上の諸点からチャップマン教授の来校講演は誠に意義のあるものであ
った。
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